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４ 地球温暖化に対してできること 

（６）災害に備える（適応策） 

地球温暖化で気温が高くなり，大気中の水蒸気が増えると，洪水
こうずい

や台風などの自然災害がさらに増加することが心配されています。 

実際に，近年は記録的な大雨が増えており，大きな災害が発生す

る危険性が高まっています。過去の経験にとらわれずに，ハザード

マップなどに想定された大きな自然災害に備え，自分の身を守るこ

とが大切です。 

 九州・山口県における１時間降水量５０ｍｍ以上の年間発生回

数の経年変化（１９７６～２０２２年）*１ 

※観測値を１測定地点当たりの回数に換算
かんさん

、赤い点線は変化傾向
けいこう

。 

＜ハザードマップを確認してみよう＞ 

自分が住む自治体のハザードマップを確認し，家や学校

のある地域で起こりそうな自然災害（洪水
こうずい

，土砂崩
くず

れ）を

確認しよう。また，地球温暖化による影響
えいきょう

を考え，危険性

が増す災害には何があるか話し合おう。 

（確認するポイント） 

 ・避難
ひ な ん

場所や避難
ひ な ん

所に指定されている場所 

  ・各自の避難
ひ な ん

ルート（家から/学校から） 

  ・危険な場所と対策 

  ・地球温暖化による影響
えいきょう

 

                                  
*１ 九州・山口県の気候変動監視

か ん し

レポート２０２２（福岡管区気象台）を基に作成 

社会…日本の地域的

特色と地域区

分 

理科…自然と人間 

保健…傷害の防止に

ついて 

家庭…衣食住の生活 

【ハザードマップ】 

 

・洪水
こうずい

などの自然災

害による被害の可能

性や，避難
ひ な ん

場所など

を示した地図。 

・都道府県や市町村

などにより，作成・

配布されている。 
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＜実際に歩いて確認してみよう＞ 
自宅から避難

ひ な ん

場所までのルートを実際に歩いて，確認してみよう。

また，新しい発見があれば，クラスで発表して，情報を共有しよう。 

（確認のポイント） 

・危険物や危険箇所
か し ょ

（ブロック塀
べい

，看板，がけなど）はないか。 

・他の避難
ひ な ん

経路はあるか。 
 

＜災害で必要なものを備えよう＞ 
福岡県防災ハンドブック*２を参考に，災害時に必要となる備蓄

び ち く

品

を調べ，家族に必要な量を計算してみよう。また，実際に備えたも

のにはチェックを入れよう。 

分類 備えるもの 必要数量   備える数量 

食料・水 

☑ 無洗米 １０５食分（５人×７日） １０ｋｇ 

□ ○○ 〇㍑ （〇人数×〇日分） 〇〇㍑ 

□  

その他 

□ 電池 

□  

□  

 災害時に必要となる備蓄
び ち く

品の例 

  

                                  
*２ 福岡県防災ハンドブック（福岡県） 

※１２ページに備蓄
び ち く

品のチェックリストが用意されています。 

【備蓄
び ち く

品】 

 

・被災
ひ さ い

後の数日を乗

り切るための食料な

ど。 

・災害後は，電気・

ガス・水道などが止

まることを想定し

て，少なくとも３日

分以上を備えておく

とよい。 

防災ハンドブック*２ 

※感染症
しょう

対策として，マスク・アルコール

消毒液・体温計も準備しておきましょう。 


